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第２学年１組 生活科学習指導案 

日 時  令和３年７月７日（水） ５校時 

場 所  ２年１組教室  児童数 ２６名 

指導者  教諭 杉本 菜摘        

１ 単元名 どきどき わくわく まちたんけん～さいごうのよいところ見つけ～ 

 

２ 単元について 

（１）単元観（教材について） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   本単元は，上記の学習指導要領の内容を受けて設定する。 

   本単元では，自分たちが住んでいる町を探検し，新たな発見や町のよいところを見つけて，見つ

けたことを班で話し合いまとめていく。見る，聞く，触るをはじめとする様々な感覚を使って町探

検に望むことやその場所に関わる人との交流を通して，地域には様々な場所があって，そこには

様々な人がいることに気付いたり，地域の場所や人に親しみを持ったりすることをねらいとしてい

る。また，自分たちの力で西郷の町の良い所を実際に見付けまとめていく活動を通して，自分たち

が住む町を大切にしたい，周りの人に伝えたいという気持ちを育むことができると考える。さらに，

その活動の中で，自分ができることを考え，行動する児童の育成という観点からも有意義なもので

あると考える。 

   「まちたんけん」に行って，自分たちが見つけた西郷の町の良いところを伝えるためには，本校

の目指す３Cを発揮することとなる。自分だけでは気付くことのできない町の中にあるものや町の

良い所の伝え方を友達との交流を通して学び（Communication），「まちたんけん」で見つけたこと

をまとめる活動で，相手に町の良い所がより伝わるような様々な工夫を考え（Care），自分たちの

力で試行錯誤しながらまとめていく（Continuity）ことである。 

 

（２）児童観（児童の実態） 

   本学級の児童は，５月に１年生と校内を周る学校探検を行っている。その中で１年生を案内する

ために，校内の教室やそこにいる先生のことを改めて知ることができている。そこから，校内だけ

でなく自分たちが住む町に目を向けるようになった。１年生の生活科での経験やミニトマトの観察，

春見つけの学習を通して様々な物や自然に気付き，観察することは上手にできるようになってきた。

しかし，気付いたことを友達と共有し，考えを深めていくことや，関連付けたりすることはまだ十

分ではない。 

学習指導要領の内容 

（３）地域に関わる活動を通して，地域の場所やそこで生活したり働いたりしている

人々について考えることができ，自分たちの生活は様々な人や場所と関わってい

ることが分かり，それらに親しみや愛着をもち，適切に接したり安全に生活しよ

うとしたりする。 

（４）公共物や公共施設を利用する活動を通して，それらのよさを感じたり働きを捉え

たりすることができ，身の回りにはみんなで使うものがあることやそれらを支え

ている人々がいることなどが分かるとともに，それらを大切にし，安全に気を付

けて正しく利用しようとする。 
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（３）指導観（指導について） 

   本単元の指導にあたっては，西郷の町にある施設や公園に探検に行き，友達や地域の人と関わり

ながら，西郷の町や自然の良いところに気付かせ，その気付きをもとにまとめていく活動をさせる。

小単元「まちのことを話そう」「たんけんの計画を立てよう」では，学校探検を終えて校内だけで

なく，自分たちが住む校区内の地域について知りたいという児童の思いから，自分たちの登校する

道や家の周りで気になる施設や場所を見つける活動に繋げる。そして，見つけた場所を地図を使っ

て学級で確認し，その際に名前や存在は知っているがそこはどんなところで，どんなものがあるの

かは知らないことに気付かせる。また，その地図を掲示することで，自分たちが住む地域でも知ら

ないことがあるから知りたい，行ってみたいという児童の活動意欲を高めたい。 

小単元「まちをたんけんしよう」では，校区内の４か所，「横武クリーク公園」，「共同調理場」，

「野菜の直売所」，「西郷保育園」に行く。実際に「まちたんけん」に行った際には，目，鼻，耳，

手を使って気付いたことをメモするワークシートを用いる。また１回目の探検では，地域の人に質

問したりはせず，不思議に思ったことや疑問に思ったこともメモさせるようにする。そうすること

で，グループで気付きを共有した時に，分からない点があると次の探検で地域の人に質問したいと

いう思いや，もう一度施設や場所を観察したいという思いがもてると考える。探検の際には，個人

が関心を持った場所の写真が撮れるように，各グループに１台ずつタブレットを持って行く。そし

て，グループでの活動の際には，写真を見合いながら自分の気付きを話すことができるようにする。 

小単元「見つけたことをつたえ合おう」では，「まちたんけん」に行って，分かったことや気付

いたことをまとめる活動を行う。その後，学級全体で「どきどき わくわく まちたんけんクイズ

大会」をし，西郷の良さを学級で共有できるようにする。 

他教科との関連としては，国語の「かんさつ名人になろう」で，気付いた事などを短くメモして，

それを文章にすることを学んだ。また，学級活動でタブレットを用いた学習をし，カメラ機能を様々

な状況に応じて使うことを学んでいる。 

 

３ 単元の目標と評価規準，及び SDGs・３Cとの関連 

（１）単元の目標 

探検で見付けたことを交流する中で，地域には自分たちの生活と関わっている所がたくさんあるこ

とや，それらの場所が自分たちの生活を楽しくしていることに気付き，それらを自分たちの生活に取

り入れようとすることができるようにする。 

 

（２）単元の評価規準，及び SDGs・３Cとの関連 

 本単元の評価規準 SDGs との関連 ３Cとの関連 

知
識
・
技
能 

・地域のさまざまな場所を訪問したり利用したり

する活動を通して，自分の身近な地域には，さま

ざまな場所があり，さまざまな人がいることに気

付いている。 

 ①【Communication】 

交流活動を通して，自分の

考えを伝えるとともに，他

者の考えのよさを受け入
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４ 単元指導計画（全１５時間） 

小単元名・主な児童の反応 ねらい（○教師の手立て） 
評

価 

規

準 

３

C 

評価方法 

１ まちのことを話そう（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ たんけんの計画を立てよ 

 う（１） 

 

 

 

 

 

 

○地区ごとの班に分かれて，西郷の町にある施設や

場所にどんなものがあるか話し合わせる。 

○それぞれの班が挙げた場所を学級全体で共有しな

がら，地図に示す。 

○「どんな場所？」と児童に聞き，どんな場所なの

か自分たちも分かっていないことに気付かせ，待

ち探検への意欲を高める。 

 

 

 

○前時で決まった探検に向かう場所の中から，児童

の希望を基にグループ分けを行う。（１か所につき

２班） 

 

 

 

 

 

知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思 

態 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

 

 

行動観察 

ワークシー

ト 

 

 

 

 

 

 

 

行動観察 

 

 

 

 

思
考
・
判
断
・
表

現 ・地域のさまざまな場所を訪問したり利用したり

する活動を通して，身近な地域の場所と自分との

関わりを見付けている。 

れようとしている。 

②【Care】 

友達や地域の人，地域の場

所と自分のつながりに関

心を持とうとしている。 

③【Continuity】 

友達と協力して試行錯誤

し，より相手に伝わるよう

なものをつくろうとして

いる。 

主
体
的
に
学
習
に 

取
り
組
む
態
度 

・地域のさまざまな場所を訪問したり利用したり

する活動を通して，地域の場所や人に親しみをも

ち，適切に接したり，安全に気を付けて生活した

りしようとしている。 

さいごうの町にどんな場所があるか話そう 

学校探検には行った

から，町探険にも行っ

てみたいな。 

名前は知ってるけど，

どんな場所だろう。 

まちたんけんの計画を立てよう 

早く行きたいな。 

誰がカメラを持つ？ 

いろんなものを見たい。 
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３ まちをたんけんしよう

（７）（９/１５・・本時） 

 

 

 

○事前に決めた４か所に町探険に行く機会を設け

る。 

○探険中に気付いたことや分からないことをメモす

るためのワークシートを用いる。 

○探険での写真を撮るためのタブレットを持たせ

る。 

○探険後に，児童それぞれが気付いたことや見つけ

たもの，分からなかったことなどを各グループで

共有し整理する機会を設ける。 

○分からないことなどを解決するにはどうしたらよ

いか，各グループで考える時間をとる。 

○各グループで整理した内容を基に，２回目の探検

の計画を立てたり，地域の人への質問を考えたり

する時間をとる。 

 

 

知 

思 

態 

 

 

① 

② 

③ 

 

 

行動観察 

ワークシー

ト 

発言分析 

振り返り 

４ 見つけたことをつたえ合

おう（５） 

 

 

○町探険で分かったことや地域の人との関わりの中

で知ったことを，西郷の町の素敵なところとして

まとめる活動を行う。 

○作成したものを学校内に掲示するよう伝え，児童

が相手意識をもって活動に望むことができるよう

にする。 

○児童が作成したものを校内に掲示する。 

○「どきどき わくわく まちたんけんクイズ大会」

を実施し，西郷の良い所を学級で共有できるよう

にする。 

 

 

知 

態 

 

 

① 

③ 

 

 

行動観察 

制作物 

発言分析 

振り返り 

 

 

 

 

５ 本時の指導 

（１）本時の目標 

町探険に行って見つけたことや分からなかったことをもとに，友達と自分の考えを比べたり，関連

付けたりしながら考えを整理し，解決するための手立てを考えることができるようにする。。 

（２）本時に位置付けた評価規準 

地域のさまざまな場所を訪問したり利用したりする活動を通して，身近な地域の場所と自分との関

わりを見付けている。 

 

まちたんけんをしよう！ 

これは何だろう。 

はじめて触ったな。 

なんの匂いなのかな。 

なんの音なのかな。 

中に入って見たのは

はじめてだ。 

まだ分からなかった

ことがあるな。 

地域の人とお話した

いな。 

 

さいごうのすてきなところをみんなにつたえよう 

一番素敵だったとこ

ろをクラスの人に言

いたい！ 

作ったものを学校の

皆にも見てもらいた

いな。 
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（３）展開 （□…評価 B おおむね達成 ●達成不十分な児童への手立て） 

過程 学習活動 教師の働きかけと評価 

つ 

か 

む 

 

 

 

 

 

探 

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 前時までの活動を振り返り，本時のめあて

を確認する。 

 

 

 

 

 

 

２ グループごとに町探険で見つけたものや気

付いた事，分からなかったことを共有し，整

理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 分からなかったことをもとに，各グループ

で解決策を話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○町探険の様子を電子黒板で提示し，その時の

様子を思い出させる。 

○単元のゴールが西郷の素敵なところを見つけ

ることを全体で確認し，そのためにグループ

で分かったことや分からないことを整理する

ことを確認する。 

 

 

○前時で，町探険で使ったワークシートを基に，

一人一人見つけたことや分からなかったこと

を付箋に書いておく。 

○個人が持つ付箋を基に考えを整理する。 

○「見つけたこと」と「分からなかったこと」

が分かれたボードを準備しておき，児童が付

箋の整理をしやすくなるようにする。 

○町探検で使用したタブレットの写真を待たせ

ておき，町探険で見つけたことなどを友達に

見せることができるようにする。 

○ボードに仲間分けさせることで，自分たちの

考えが整理されていることが可視化できるよ

うにする。 

○可視化することで，自分たちのグループにま

だ分かっていないことがあることを確認す

る。 

 

○話し合いの流れを提示する。 

○分からなかったことを解決するには，なにを

したらよいかグループで話し合わせる。 

○できる，できないに関係なく話し合って浮か

んだ案は，すべて記入させるようにする。 

○各グループが持っている写真をチェックする

時間をとり，次回の町探険への見通しがもて

るようにする。 

○早く終わった児童には，分からないことの答

えを予想させ，調べたいという意欲を持つこ

とができるようにする。 

 

 

まちたんけんパート２ですることを話し合おう。 

活動の流れ 

①付箋に書いたことを友達に紹介す

る。 

②付箋をボードに仲間分けする。 

③仲間分けしたことを友達と確認す

る。 

④分からなかったことを解決するた

めにどうしたらよいか話し合う。 

⑤出た意見を学級全体で共有する。 

⑥振り返りをする。 
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 ま 

と 

め 

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 本時の活動を振り返り，次時の活動を確認

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○それぞれのグループのボードを黒板に提示

し，学級全体でまだ分かっていないことがあ

り，そのためにまた活動すべきことに気付け

るようにする。 

○１回町探検に行っただけでは，西郷の町の素

敵なところを見つけきれていないことに気付

かせ，次の町探険や地域の人との関わりへの

意欲を高める。 

○振り返りを書かせ，もっと西郷の町の素敵な

ところを見付けたいという次時への意欲を高

める。 

 

６ 本時の考察 

 本時をする前に，児童が実際に町探検に行って分かったこと， 

疑問に思ったことを事前に付箋に書いておいた。そして，本時 

でその付箋を KJ 法を用いて整理，分類した。自分の考えを表す 

だけでなく思考ツールを用いて考えを整理することで，他者の 

考えに触れたり意見を整理したりすることに思考ツールが適し 

ていると感じながら学習を進めることができた。 

 KJ 法を用いて，意見を分かったことと分かっていないことに 

整理分類した。分からなかったことを解決するための方法を各 

グループで話し合いを行った。どのグループも意見を出してい 

たが，「もう一度質問する。」や「また見に行く。」という意見に偏っていた。「誰に」や「何を」 

のようなより具体的な解決方法を出すためにも一度モデルを提示して全体で共有すると児童の視 

点も広がったのではないかと感じた。また，疑問を書いた付箋と児童が考えた解決方法が，パッ 

と見た際にボード上で対応していなかった。児童の思考が繋がるように，矢印を引くなどして疑 

問と解決方法を対応させた方が，解決方法の話し合いもより具体的な意見が出るのではないかと 

思った。 

A 友達と交流しながら，自分たちのグルー

プの考えを整理し，解決するための手

立てを考え，その答えを予想している。 

B 友達と交流しながら，自分たちのグルー

プの考えを整理し，分からなかったこ

とを解決するための手立てを考えてい

る。 

● 友達と自分の付箋を比べさせ，同じ考

えや違う考えがあることに気付かせ

る。 

話し合いのながれ 

①かいけつほうほうを考える。 

 

②しゃしんチェック 

 ・しゃしんのうらに書こう！ 

 ○→ばっちりとれてる！ 

 △→とりなおし 

 ☓→つかわない 

 

③はやくおわったら答えをよそうしよう！ 

資料１ KJ 法を用いて意見を整理する 
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  本時の中で，児童は KJ 法での整理分類だけでなく，写真の 

選定も行なった。町探険に行った際に，自分たちがタブレット 

を用いて撮った写真が綺麗に撮れているのか，撮り直した方が 

いいのかをグループで確認しあった。児童は自分たちが撮った 

写真だったということもあり，とても活発に意見交換をしてい 

た。現物を見ながら話し合いをすると，児童の意見交換も弾む 

のだということを感じた。 

 

 

 

７ 成果と課題 

① 成果 

・自分たちが住んでいる西郷の町を探検して，まだ知らない 

良い所を人に伝えることを目的とした単元であった。対象 

が，自分たちが住む西郷の町であったということもあり， 

３Ｃの力を様々な場面で発揮して，学習することができて 

いた。 

・グループに分かれて町探検をし，まとめまで行う中で自分 

の意見だけでなく，他者の意見も聞きながら活動すること 

ができた。（continuity）(communication) 

・良い所を自分たちだけで探すだけでなく，良いところや疑 

問に思ったところを地域の人（公園の管理人さん，保育園 

の先生，調理場の先生，農家の方）に聞くことができた。 

また，町探検も一度だけでなく二度行くことができたので， 

地域の方と繋がって，やり取りをすることができた。地域 

の方々にした質問も児童が自分たちで考えたものであった 

ため，疑問が解決した際の達成感や，分かったことを人に 

伝えたいと感じる気持ちはより強いものになっていたと感 

じる。（care） 

・町探検に行ったり，質問を考えたり，自分たちでまとめる 

内容を決めたりと児童の主体的な活動が多く設定されてい 

た。それぞれの授業の振り返りには，「二回目の町探険では 

もっと綺麗に写真を撮りたい。」や「考えた質問を頑張って 

農家の人に聞きたい。」というような次の授業を見据えたも 

のが多かった。様々な主体的な活動や思考ツールの活用が， 

児童の「もっとこうしたい！」というような意欲や行動に効果があったのだと考える 

・地域の方々とのつながりを用いて，児童なりの西郷の町の良いところを見つけることができた。 

 

 

 

資料２ タブレットで撮影する様子 

資料３ 調理場の先生と見学する様子 

資料４ 撮った写真を見せながら発表する児童 
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② 課題 

・単元のゴールを教師自身が確実にはっきりと持っておくこと 

が大切であると感じた。ゴールが不明瞭なまま単元が進むと， 

質問をするとしても何の為にしているのかというような目的 

意識が児童にないまま活動することになる。また，そうする 

と単元の時間配分もうまくできなくなると感じた。 

・今回は単元の途中でゴールが明確になったので，児童が「西 

郷の町の良さを伝えたい。」，「良さをクイズにしてみんなに教 

えたい。」という意識は持つことができていた。しかし，単元 

の時間配分が上手くいかず最後のまとめの学習が足早に終わる 

形になってしまった。今回の単元では，教師自身が単元のゴー 

ルをもつタイミングに課題があったと考える。 

 

 

 

資料６ 単元ものがたり 

資料５ 西郷の町の良い所を紹介する児童 


